
平成 31 年度公益社団法⼈⽇本⼩児⻭科学会九州地⽅会第 1 回役員会議事録 
 
開催⽇時：平成 31 年 4 ⽉ 21 ⽇（⽇）11 時〜12 時 50 分 
開催場所：ベイシス福岡博多駅東 会議室 A03 
出席者：尾崎 正雄、⼭﨑 要⼀、空⽥ 安博、牧 憲司、⻄⽥ 郁⼦、⼩笠原 貴⼦、 

釜崎 陽⼦、稲⽥ 絵美、⾺場 篤⼦、久芳 陽⼀、⾇元 康浩、 
⾼⾵ 亜由美、⽊舩 敏郎、宮川 尚之、⽵島 勇、柳⽥ 憲⼀、奥 猛志、 
岡 暁⼦、橋本 敏昭、⽥村 翔悟、⽯井 ⾹ 

⽋席者：福本 敏、藤原 卓、久保⼭ 博⼦、森 奈千⼦、井上 浩⼀郎、⽯⾕ 徳⼈          
（敬称略） 

 
進⾏：⾺場庶務幹事が⾏った。 
１. 開会の辞 

空⽥副会⻑が開会の辞を述べられた。 
２. 会⻑挨拶 

尾崎会⻑が会⻑挨拶を述べられた。 
３．議⻑選出 
  尾崎会⻑が久芳県代表幹事を議⻑に推薦し、全員の拍⼿をもって議⻑に選出された。 
４．報告事項 
１）尾崎会⻑が平成 31 年度の公益社団法⼈⽇本⼩児⻭科学会九州地⽅会役員の福本常任幹

事の紹介を⾏った。 
２）空⽥⼤会⻑が資料１をもとに第 37 回⽇本⼩児⻭科学会九州地⽅会⼤会および総会準備

状況について報告を⾏った。また、牧顧問より開催場所が九州⻭科⼤学から北九州国
際会議場へと変更された事が報告された。 

３）宮川⿅児島県代表幹事が資料２をもとに宮崎⼩児⻭科医会第 3 回オープンセミナーに
ついて報告を⾏った。 

４）その他 
・奥監事より公益社団法⼈⽇本⼩児⻭科学会理事会について以下の通り報告された。 
報告内容 

  新たな専⾨医制度について 2022 年施⾏を⽬指している。公益法⼈化に伴う代議員選挙
について、⽅法や⼈数について現在規約委員会が新しい規約を作成中である。⽇本⼩
児⻭科学会学会費の値上げについては、2020 年の総会で承認を受けたら 2021 年度か
ら実施予定である事が報告された。 
・⽊舩⼤分県代表幹事より、新たな専⾨医制度施⾏による患者さんの混乱に対する⼩
児⻭科学会の対応に関しての意⾒が述べられた。それに対し、奥監事より⽇本⼩児⻭
科学会側の対応が述べられた。 



５．審議事項 
１）橋本会計幹事が資料 3 をもとに平成 30 年度⽇本⼩児⻭科学会九州地⽅会会計の報告を

⾏った。この中で、⼝座開設費という項⽬を寄付⾦（⼝座開設費）へ修正する事と⾦
額の記載誤りを指摘され、項⽬名の変更と⾦額の訂正が⾏われた。 

２）⽥村会計補佐が資料 4 をもとに第 36 回⽇本⼩児⻭科学会九州地⽅会⼤会および総会会
計の報告を⾏った。この中で、⼝座開設費という項⽬を寄付⾦（⼝座開設費）へ修正
する事を指摘され、項⽬名の変更と⾦額の訂正が⾏われた。 

３）奥監事が１）および２）に対する会計監査の報告を⾏い、賛成多数により承認された。 
４）尾崎会⻑が資料 5 をもとに平成 31 年度九州地⽅会事業計画について説明を⾏った。こ

の中で、宮川⿅児島県代表幹事より宮崎⼩児⻭科医会第 3 回オープンセミナーの開催
⽇の誤りを指摘され訂正が⾏われた。また、⼭崎副会⻑が地⽅会⼤会優秀賞の選考⽅
法について質問され、牧常任幹事より選考⽅法についての説明がなされた。これらの
点を踏まえ、賛成多数により承認された。 

５）橋本会計幹事が資料６をもとに平成 31 年度九州地⽅会予算案の報告を⾏った。追加で
尾崎会⻑が役員に⽀給される交通費は、年度内 1 回分であるとの説明が⾏われ、本部
へ請求するために領収書を提出するようお願いされた。これらの点を踏まえ、賛成多
数により承認された。 

６）柳⽥地⽅会特別幹事が資料７をもとに⻭科衛⽣⼠フォーラム 2019 開催概要について説
明を⾏った。この中で、開催⽇の変更が報告され、賛成多数により承認された。 

７）⽯井広報幹事が資料 8 をもとにニュースレターの発刊についての報告を⾏った。この
中で、宮崎⼩児⻭科医会第 3 回オープンセミナーに関する報告の掲載も⾏われる事に
なり、出席者の多数の挙⼿をもって承認された。 

８）その他 
・⼭﨑⼤会⻑が第 38 回⽇本⼩児⻭科学会九州地⽅会⼤会及び総会を、準備委員⻑は稲⽥
絵美先⽣、2020 年 10 ⽉ 4 ⽇（⽇）に開催（役員会と懇親会は 10 ⽉ 3 ⽇（⼟））と説明さ
れ、承認された。 

 ・尾崎会⻑が、次期役員改正に伴い県代表幹事の選出について例年通り⾏う事をお願い
された。また、令和 2〜3 年度の会⻑に⼭﨑副会⻑を推薦され全員の拍⼿をもって承認
された。 

6.  監事総評 
  奥監事より、地⽅会も法⼈化し不慣れな点も多々あるが次期会⻑への期待が述べられ

た。岡監事より規約の確認の必要性に関して述べられた。 
７．閉会の辞 
  ⼭崎副会⻑より閉会の辞が述べられた。 


